
災害から大切な命を守るために・・・
いつ起こるかわからない災害から、大切な命を守るために、
日頃、ご自宅や勤め先の地域の状況を踏まえ、起こり得る
災害と、今できることを考え、災害に備えましょう！

【気象台が発表する防災気象情報】

気象情報

(1)予告的な情報
①特別警報・警報・注意報に先立ち、24時間から2～3日
先に予想される現象について注意を喚起する場合
②少雨、長雨、低温、日照不足等が長時間持続し、
社会的に大きな影響が予想される場合

(2)特別警報・警報・注意報を補完する気象情報

注意報
大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、融雪、濃霧、
乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、着雪（大雨や強風等によって
災害が起こるおそれがあるとき）

警 報
大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮（重大な災害が
起こるおそれのあるとき）

特別警報
大雨、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮（重大な災害が起こる
おそれが著しく大きいとき）

【大雨による対応例】

※土砂災害警戒情報 ： 気象庁と都道府県が共同で発表する情報で、市町村の出す避難情報発令の目安となるものです。

※防災行政無線との連動 ： 土砂災害警戒情報や特別警報等の情報が発表された場合、自動で防災行政無線から警戒放送が流れます。
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市の対応

・心構えを一段高める
・職員の連絡体制を確認
・今後の気象状況注意

・災害準備、注意体制
（連絡要員配置、気象情報把握）

・災害警戒（対策）本部
（避難所の開設確認、避難情報の発令
を判断できる体制、土砂災害発生の危
険度、洪水の危険度など状況把握）

（土砂災害危険区域等を中心に発表）
※ｴﾘｱﾒｰﾙ、防災行政無線、ﾓﾊﾞｲﾙﾒｰ
ﾙで通知（各報道機関ﾆｭｰｽ発表）

・引続き情報収集、現場対応等
（更なる危険性の高まりにより、土砂災
害発生区域などに避難勧告。その他避
難所の拡大など）

・最大危険度の可能性有
（最大危険度、特別警報などにより、避
難指示（緊急）。）

高齢者等避難

避難指示
警戒レベル４までに必

ず避難！

市民の行動等

災害への心構えを高める

心構えを一段高める
土砂災害危険区域等の危険な場
所を把握
避難場所や避難ルートの確認

自らの避難行動を確認

気象情報等で、さらに警報発表の
可能性が高いと言われている場合
は、土砂災害危険区域等にお住ま
いで、避難行動に支援を必要とす
る方は、早めの避難開始を！

Ｐｏｉｎｔ
土砂災害危険区域等の
危険区域にお住まいの
方は、早めの行動を！

危険な場所から高齢者等は避難

土砂災害危険区域以外の区域でも、気象情報や周辺状況を把握し、
安全な場所に避難を！

危険な場所から全員避難

避難時でも常に状況把握に努め、生命に危険が及ぶと判断した場合
は、少しでも命が助かる可能性が高い行動を！（例えば、２階以上の崖
や沢からなるべく離れた部屋で待機など）

命の危険 直ちに安全確保！

避難を完了させ、避難所での指示など適切な行動を！

【市からの避難情報】

気象情報（災害含む）は、普段はテレビ・ラジオ・新聞などで手軽に入手でき
る重要な情報です。最近では、携帯電話やスマートフォンも普及し、より手軽
に情報を入手できるようになりました。ご家庭や勤め先などで、どのような方
法で各種情報を入手できるか、今一度確認してみましょう！
また、日頃、ご自宅や勤め先の地域の状況を防災マップなどで予め把握し、
災害に備えましょう！

市からの避難情報は、ｴﾘｱﾒｰﾙ、防災行政無線、滝沢NAVI、ﾓﾊﾞｲﾙﾒｰﾙ、
市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾗｼﾞｵ・ﾃﾚﾋﾞ、消防団車両・広報車等によりお知らせします。

市では、「気象台が発表する防災気象情報」（右表参照）
を参考に、災害の発生が差し迫り、避難が必要になった
場合は、「市からの避難情報」（右表参照）を発表します。

防災行政無線を聞き逃した！聞こえにくかった！を解消するため、次のｻｰ
ﾋﾞｽを提供しています。特に滝沢NAVI、いわてﾓﾊﾞｲﾙﾒｰﾙは、一度ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
又は登録していただくと、随時、情報がお手元に届く、大変便利なものとなっ
ております。ぜひご登録ください！

・滝沢NAVI

・いわてモバイルメール 「滝沢市からのお知らせ」

・電話応答サービス 電話 ０１９-６８４-４１９２
・滝沢市ホームページ 検索 滝沢市

早期注意
情報（警
報級の
可能性）

大雨
注意報

大雨警報
（土砂災害）

大雨
特別警報
（土砂災害）

ｲﾗｽﾄは気象庁様よりご提供いただいたものです。

警戒レベル
新たな
避難情報

住民がとるべき行動

３
高齢者等
避難

危険な場所から高齢者等は避難

４ 避難指示 危険な場所から全員避難

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

５
緊急安全
確保

命の危険 直ちに安全確保！

Ｐｏｉｎｔ
備えは大丈夫？

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

Apple Store
からダウンロード

Google Play
で手に入れよう

検索「いわてﾓﾊﾞｲﾙﾒｰﾙ」又はQRｺｰﾄﾞ読取→
画面に従って進んでください。

（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘ）
※無料

警戒レベル１

警戒レベル２

警戒レベル３

警戒レベル４

緊急安全確保

警戒レベル５



種

別
名称 対象範囲

ﾚﾍﾞﾙ
ｷｰﾜｰﾄﾞ

説 明

火山活動の状況 住民等の行動
登山者・入山
者への対応

予

報
噴火予報 火口内等

１
活火山
であるこ
とに留
意

火山活動は静穏。火
山活動の状態によっ
て、火口内で火山灰
の噴出などが見られ
る（この範囲に入った
場合には生命に危険
が及ぶ） 通常の生活

特になし（状況に
応じて火口内へ
の立入規制等）

警

報

噴火警報
（火口
周辺）

又は
火口周辺
警報

火口周辺

２
火口
周辺
規制

火口周辺に影響を及
ぼす（この範囲に入っ
た場合には生命に危
険が及ぶ）噴火が発
生、或いは発生すると
予測される。

火口周辺への立
入規制等（状況
に応じて火口周
辺の規制範囲を
判断）

火口から
居住地域
近くまで

３
入山
規制

居住地域の近くまで
重大な影響を及ぼす
（この範囲に入った場
合には生命に危険が
及ぶ）噴火が発生、或
いは発生すると予測
される。

通常の生活（今後
の火山活動の推移
に注意。入山規制）
状況に応じて要配
慮者の避難準備等

登山禁止・入山
禁止等危険な地
域への立入規制
等（状況に応じて
規制範囲を判断）特

別

警

報

噴火警報
（居住
地域）

又は
噴火警報

居住地域
及び

それより
火口側

４
避難
準備

居住地域に重大な被
害を及ぼす噴火が発
生すると予測される。
（可能性が高まってき
ている）

警戒が必要な居住
地域での避難の準
備、要配慮者の避
難等が必要（状況
に応じて対象地域
を判断）

５
避難

居住地域に重大な被
害を及ぼす噴火が発
生、或いは切迫して
いる状態にある。

危険な居住地域か
らの避難等が必要
（状況に応じて対象
地域や方法等を判
断）

土
砂
災
害

山崩れ
がけ崩れ

地中に浸み込んだ水分が地面の中を緩くして、山の斜面や急ながけが
突然崩れ落ちる。大雨や雪解けが原因となることが多いが、地震や火
山の噴火に伴い発生することもある。

土石流
山腹、川底の石や土砂が、長く続く雨や集中豪雨等によって一気に下
流へと押し流される。上流での大雨により、下流の地域が土石流に襲
われる場合もある。

地すべり
斜面の一部あるいは全部が、大雨や地下水などの影響によって、ゆっ
くりと低い方へ移動する。

洪水害
（外水氾濫）

大雨や雪解けを原因として、河川の水の量が異常に増えることにより、
堤防の破壊や橋梁の流出が発生する。上流域の大雨による川の増水
や氾濫にも注意が必要。

浸水害
（内水氾濫）

地域内の多量の大雨により排水が追いつかず、用水路や側溝等が溢
れて道路が水で覆われたり、住宅地などが浸水する。

【１．大雨による主な災害は・・・】

【２．噴火予報・警報・噴火警戒レベル】

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

かぜ（風）
「やや強い風」10ｍ/ｓ～
風に向かって歩きにくい。傘がさせない。

「強い風」15ｍ/ｓ～
風に向かって歩けない。

「非常に強い風」20ｍ/ｓ～
つかまっていられない。飛来物有り。屋
外の行動は極めて危険。

「猛烈な風」30ｍ/ｓ～
屋外の行動は極めて危険。

雨や風の強さを表す気象用語
地域名称は、滝沢市＜盛岡地域＜内陸です。

あめ（雨）
「やや強い雨」10mm/ｈ～
ｻﾞｰｻﾞｰと降る。

「強い雨」20mm/h～
どしゃ降り。

「激しい雨」30mm/h ～
バケツをひっくり返したように降る。

「非常に激しい雨」50mm/h～
滝のように降る（ｺ゙ ｺー゙ とー降り続く）。

「猛烈な雨」80mm/h～
息苦しくなるような圧迫感がある恐怖を
感じる。

地震発生 津波の情報

緊急地震速報（警報）

震度5弱以上が予測されたとき

震度速報

震度３以上を観測したとき

震源に関する情報

震度３以上を観測し、津波警報・注意
報を発表しない場合に震源と規模を発
表

「津波の心配なし（津波予報）」「若干
の海面変動があるかもしれないが被
害の心配はない旨」を付加して発表

震源・震度に関する情報

震度３以上を観測したとき
津波警報・注意報発表時など

各地の震度に関する情報

震度１以上を観測したとき

推計震度分布図

震度５弱以上を観測したとき

数秒～
十数秒

約90秒

約3分

約5分

約10分

約15分

随時

大津波警報・津波警報
津波注意報

津波の到達予測時刻・
予測される津波の高さに関する情報

各地の満潮時刻・
津波到達予想時刻に関する情報

津波予報
（津波に関するその他の情報）

発表した津波警報等の検証
（必要に応じて随時更新）

沖合の津波観測に関する情報

津波観測に関する情報

地震の情報

●もし噴火が起きたら・・・（噴火による現象）

ちゃぐぽんからのお願い

災害から身を守るために・・・

ご自宅や勤め先の地域の災害リスクを知るこ
とが大変重要です。
防災マップの確認、想定される周辺の危険個
所を確認し、各地域の自主防災組織と連携し
ながら、地域に発生するかもしれない災害を知
る（確認）することが重要です。
互いに災害の知識を高めつつ、災害が発生し
そうなとき、或いは災害時には、最新の気象情
報と、市や気象台が発表する各種防災情報を
合わせ、状況に応じた最善の行動、命を守る
ための行動をとりましょう。

問合せ先 ：滝沢市 市民環境部 防災防犯課
℡ 019-656-6507 Ｒ3.5.20 一部修正

強

【３．地震・津波（参考）に関する情報発表の流れ】

主な災害の種類と備え

ｲﾗｽﾄは気象庁様よりご提供いただいたものです。


